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明
治
時
代
の
岡
垣
に
は
、
約
３40
町
歩

（
約
３40
ヘ
ク
タ
ー
ル
）の
農
地
を
灌
漑

す
る
た
め
の
大
小
98
の
た
め
池
が
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
た
め
池
の
多
く
は
、
江

戸
時
代
に
農
民
の
力
に
よ
っ
て
造
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。

● 

江
戸
時
代
初
期
に
完
成
し
た
た
め
池

（
表
1
）

　

鍋
田
た
め
池
が
造
ら
れ
て
か
ら
20
年

を
経
過
し
た
寛
文
年
間
に
、
吉
木
村
、

野
間
村
、
高
倉
村
に
集
中
的
に
た
め
池

が
完
成
し
て
い
る
。
工
事
に
従
事
し
た

農
民
の
負
担
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が

あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

●
灌
漑
面
積
が
大
き
い
た
め
池
（
表
2
）

　

10
町
歩
（
約
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
）以
上

の
面
積
を
灌
漑
す
る
こ
と
が
可
能
な
た

め
池
は
、
5
カ
所
で
あ
る
。
ま
た
、
灌

漑
面
積
が
1
反
（
約
10
ア
ー
ル
）未
満

の
小
規
模
の
た
め
池
が
2
カ
所
存
在
し

て
い
た
。

●
門
田
た
め
池

　

吉
木
村
（
吉
木
区
）に
あ
り
、
満
水

面
積
が
5
町
歩
（
約
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

の
広
大
な
た
め
池
で
あ
る
。
こ
の
池
は

吉
木
村
の
管
理
で
あ
る
が
、
三
吉
村
、

松
原
村
の
両
村
の
農
業
用
水
に
も
な
っ

て
い
る
。
灌
漑
面
積
で
は
、
岡
垣
で
一

番
大
き
な
た
め
池
で
あ
る
。

●
山
ノ
後
た
め
池

　

山
田
村
（
山
田
区
）に
あ
り
、
門
田

た
め
池
と
同
じ
5
町
歩
の
満
水
面
積
が

あ
り
、
山
田
村
の
管
理
で
あ
る
が
、
黒

山
村
の
農
業
用
水
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
は
、「
一
丁
た
め
池
」と
呼
ば
れ

て
い
る
た
め
池
で
、
周
囲
を
遊
歩
道
と

し
て
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　
「
一
丁
」と
い
う
呼
称
が
い
つ
の
頃
か

ら
使
用
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

「
一
町
」と
呼
ば
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
。

　
岡
垣
町
に
は
、
令
和
4
（
２
０
２
２
）

年
3
月
末
時
点
で
、
92
の
農
業
用
た
め

池
が
あ
る
。
た
め
池
は
、
汐
入
川
や
矢

矧
川
な
ど
の
河
川
か
ら
の
取
水
と
と
も

に
、
農
業
用
水
と
し
て
必
要
不
可
欠
な

も
の
で
あ
る
。

名称 所在地 造成年

鍋田 山田村 寛永18年（1641）

三本松 吉木村 寛文 2年（1662）

長谷 野間村 寛文 2年（1662）

裏ノ谷 高倉村 寛文 2年（1662）

猪堀 高倉村 寛文 2年（1662）

永沼 吉木村 寛文3年（1663）

二股 吉木村 寛文4年（1664）

門田 吉木村 寛文5年（1665）

立田 高倉村 寛文5年（1665）

花木 高倉村 寛文5年（1665）

表1

名称 所在地 灌漑面積

門田 吉木村 92町 6反

瀬々町 野間村 13町4反

薬師谷 手野村 12町 3畝

山ノ後 山田村 11町

和田 手野村 10 町4反1畝

表 2

名称 所在地 満水面積

門田 吉木村 5町

山ノ後 山田村 5町

鍋田 山田村 1町 8反

瀬々町 野間村 9反 5畝

永沼 吉木村 8反

二股 吉木村 8反

満水面積が大きいため池

▲遊歩道整備前の一丁ため池（山ノ後堤）
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